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一
、
は
じ
め
に

下
河
辺
長
流
は
、
近
世
前
期
に
『
万
葉
集
管
見
』
『
万
葉
集
鈔
』
『
万
葉
集
名
寄
』

等
の
万
葉
関
係
の
著
述
を
残
し
、
契
沖
の
『
万
葉
代
匠
記
』
の
成
立
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
そ
の
経
歴
に
は
不
明
な
部
分
も
多

い
が
、
数
少
な
い
伝
記
資
料
に
は
長
流
が
『
万
葉
集
』
の
古
写
本
を
見
る
た
め
に

十
四
年
も
の
間
、
三
条
西
家
に
仕
え
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
長
流
が
そ
こ
ま

で
し
て
見
る
こ
と
を
望
ん
だ
の
は
ど
の
よ
う
な
本
だ
っ
た
の
か
。
長
流
の
万
葉
注

釈
書
の
う
ち
最
も
大
部
な
も
の
で
あ
る
『
万
葉
集
管
見
』
を
通
し
て
考
え
て
み
た

い
。二

、
長
流
と
三
条
西
家

長
流
が
『
万
葉
集
』
の
古
写
本
の
た
め
に
十
四
年
間
三
条
西
家
に
仕
え
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
『
年
山
筆
記
』
（
安
藤
為
章
著
・
立
原
翠
軒
編
）
所
載
「
下
河
辺
長

流
事
蹟
」
の
末
尾
に
付
さ
れ
た
「
風
竹
手
筆
」
に
見
ら
れ
る
。

　

�（
略
）
于
茲
或
人
語
り
て
曰
、
西
三
条
殿
御
家
に
万
葉
の
抄
物
二
部
あ
り
。

一
に
は
後
中
書
王
之
御
記
二
十
巻
、
二
に
は
顕
昭
法
師
が
註
二
十
巻
也
。
共

平
於
拝
見
之
者
、
万
葉
之
不
審
悉
廓
然
と
し
て
自
悟
す
べ
し
と
云
々
。
流
悦

て
上
京
し
、
以
縁
彼
御
家
に
仕
へ
ん
事
を
求
、
則
事
成
て
二
十
九
歳
よ
り

三
十
四
歳
迄
六
年
の
間
青
侍
を
つ
と
め
き
と
云
々
。

　

�　

か
く
て
彼
御
本
を
拝
借
せ
ん
事
を
申
す
。
漸
御
ゆ
る
し
を
蒙
り
け
る
が
、

纔
二
巻
づ
つ
な
ら
で
は
預
給
は
ら
ず
。
仍
八
年
の
春
秋
を
歴
て
勤
仕
の
暇
毎

に
拝
写
之
、
四
十
二
歳
に
て
御
暇
を
申
被
出
、
大
坂
に
て
万
葉
疏
抄
全
部

六
十
巻
と
し
て
梓
に
鐫
と
欲
す
。
雖
然
裹
糧
な
き
身
な
れ
ば
、
又
江
府
に
下

り
、
此
事
を
擬
す
と
い
へ
ど
も
、
時
未
到
よ
し
に
て
再
浪
花
に
寓
居
し
て
此

道
を
以
て
時
俗
に
お
し
へ
年
月
を
経
、
既
二
十
余
年
を
あ
か
し
く
ら
す
。
（
以

下
略
）
⑴

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
長
流
（
共
平
）
は
、
三
条
西
家
に
「
後
中
書
王
」
具
平
親
王

書
写
の
『
万
葉
集
』
と
顕
昭
注
の
『
万
葉
集
』
の
あ
る
こ
と
を
知
り
、
人
を
介
し

て
青
侍
と
し
て
仕
え
、
六
年
後
に
よ
う
や
く
許
し
を
得
、
そ
の
後
八
年
か
け
て
写

し
終
え
て
同
家
を
辞
し
た
、
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
わ
か
る
の
は
、
三
条
西
家
に
、

平
安
時
代
中
期
の
人
で
あ
る
具
平
親
王
の
書
写
と
も
言
わ
れ
る
、
非
常
に
価
値
の

あ
る
古
写
本
が
あ
り
、
長
流
は
そ
れ
を
見
る
こ
と
を
懇
望
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
し
か
し
、
現
在
、
具
平
親
王
に
関
わ
る
書
写
本
は
お
ろ
か
、
三
条
西
家
所
蔵

あ
る
い
は
旧
蔵
の
万
葉
古
写
本
に
つ
い
て
も
知
ら
れ
て
い
な
い
。

下
河
辺
長
流
の
見
た
万
葉
古
写
本

　
　
　
―
三
条
西
家
本
復
元
の
試
み
―
　

眞
野
　
道
子
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三
、
『
万
葉
集
管
見
』
に
見
ら
れ
る
古
訓

長
流
が
そ
こ
ま
で
熱
望
し
た
古
写
本
を
、
た
だ
写
す
だ
け
で
満
足
し
た
と
は
考

え
が
た
い
。
現
に
、
『
万
葉
集
管
見
』
（
以
下
『
管
見
』
）
に
は
、
た
し
か
に
古
写

本
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
古
訓
が
採
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
例
え
ば
、

次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

　

住
の
え
の
を
と
ひ
む
す
め
（
巻
一
・
六
五
「
住
吉
乃　

弟
日
娘
」
）
⑵

　

〔
注
〕�

を
と
ひ
の
ひ
、
助
文
字
也
。
を
と
の
む
す
め
と
い
ふ
心
也
。
美
女
を

ほ
む
る
に
、
小

ヲ
ト
ム
ス
メ

女
と
い
ふ
こ
と
有
。
お
と

く
に
生
れ
た
る
女

ム
ス
メ

は
、

こ
と
に
其
母
の
い
つ
く
し
む
も
の
な
れ
は
、
か
く
云
也
。
此
御
歌
ハ

清ス

ミ

エ江
の
娘ヲ

ト

メ子
に
給
る
う
た
な
れ
は
、
か
く
い
へ
り
⑶

こ
の
「
娘
」
に
対
す
る
訓
は
、
新
点
で
は
「
ヲ
ト
メ
」
あ
る
い
は
「
オ
ト
メ
」
と
な
っ

て
お
り
、
「
ム
ス
メ
」
を
取
る
の
は
元
暦
校
本
・
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
・
類
聚
古
集
・

古
葉
略
類
聚
鈔
・
神
田
本
と
い
っ
た
仙
覚
以
前
の
古
訓
を
取
る
本
、
ま
た
神
宮
文

庫
本
・
細
井
本
の
「
娘
」
の
左
に
付
さ
れ
た
訓
、
京
都
大
学
本
の
「
娘
」
の
左
に

代
赭
で
付
さ
れ
た
訓
で
あ
る
。

古
訓
と
同
じ
訓
が
見
ら
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は
ま
だ
、
偶
然
古
訓
と
一
致
し
た

可
能
性
や
、
長
流
の
考
証
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
訓
で
あ
る
可
能
性
を
否
定
で
き
な

い
。
し
か
し
、
『
管
見
』
中
に
は
、
あ
え
て
古
訓
を
選
ん
だ
こ
と
が
窺
え
る
例
も

確
認
で
き
る
。

　

細
ひ
れ
の
鷺
坂
山
（
巻
九
・
一
六
九
四
「
細
比
礼
乃　

鷺
坂
山
」
）

　

〔
注
〕�

鷺
の
か
し
ら
に
、
細
キ
毛
の
な
か
く
う
し
ろ
さ
ま
に
生
た
る
か
、
女

の
ひ
れ
ト
い
ふ
も
の
か
け
た
る
に
ゝ
た
れ
は
、
ほ
そ
ひ
れ
ノ
鷺
さ
か

ト
ハ
つ
ゝ
け
た
り
。
此
細
ひ
れ
を
、
た
く
ひ
れ
共
よ
め
り
。
其
時
は
、

白
き
ト
い
ふ
心
な
り
。
鷺
の
毛
ノ
白
け
れ
は
、
是
も
よ
く
相
か
な
へ

り

「
細
比
礼
」
の
訓
は
新
点
で
は
「
タ
ク
ヒ
レ
」
と
な
っ
て
お
り
、
「
ホ
ソ
ヒ
レ
」

の
訓
は
藍
紙
本
・
伝
壬
生
隆
祐
筆
本
・
広
瀬
本
・
類
聚
古
集
・
神
田
本
、
ま
た
京

都
大
学
本
の
「
細
」
の
左
に
代
赭
で
付
さ
れ
た
訓
に
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、『
管
見
』

の
注
釈
部
分
に
は
「
た
く
ひ
れ
共
よ
め
り
」
と
あ
り
、
新
点
に
つ
い
て
も
把
握
し

た
上
で
古
訓
の
方
を
選
ん
で
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

国
栖
ら
か
わ
か
な
摘
ら
ん
し
は
の
野
の
し
は

く

　
　

（
巻
一
〇
・
一
九
一
九
「
国
栖
等
之　

春
菜
将
採　

司
馬
乃
野
之　

数
」
）

　

〔
注
〕�

国
栖
等
と
は
、
よ
し
の
ゝ
、
国
栖
ト
い
ふ
も
の
ゝ
事
也
。
（
略
）
し

は
の
野
は
、
よ
し
の
ゝ
川
上
に
有
野
也
。
よ
つ
て
、
国
栖
ら
か
わ
か

な
つ
む
ら
ん
ト
ハ
い
へ
り
。
さ
て
、
し
（
は
脱
カ
）
の
ゝ
は
、
し
は

く
と
云
ん
た
め
な
り
。
し
め
の
野
ト
よ
め
る
は
誤
ナ
リ

こ
こ
で
は
新
点
「
シ
ハ
ノ
ノ
」
を
取
っ
て
い
る
が
、
注
釈
部
分
の
「
し
め
の
野

ト
よ
め
る
は
誤
ナ
リ
」
よ
り
、
「
シ
メ
ノ
ノ
」
と
い
う
訓
に
つ
い
て
も
知
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
る
。
「
シ
メ
ノ
ノ
」
は
元
暦
校
本
・
類
聚
古
集
・
神
田
本
、
ま
た

京
都
大
学
本
の
「
司
馬
」
の
左
に
代
赭
で
付
さ
れ
た
訓
に
見
ら
れ
る
。

四
、
長
流
が
見
た
古
写
本
の
特
徴

以
上
の
例
よ
り
、
『
管
見
』
に
は
古
写
本
、
少
な
く
と
も
古
訓
を
有
す
る
本
の

介
入
の
痕
跡
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
は
長
流
が
見
る
こ
と
が
可
能
で

あ
っ
た
古
写
本
で
あ
り
、
長
流
が
青
侍
と
し
て
仕
え
る
こ
と
ま
で
し
て
閲
覧
す
る

こ
と
を
得
た
三
条
西
家
所
蔵
の
本
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
前
述
の
通

り
、
三
条
西
家
所
蔵
あ
る
い
は
旧
蔵
と
伝
わ
る
古
写
本
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。
三

条
西
家
本
と
は
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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『
管
見
』
に
採
り
入
れ
ら
れ
た
古
訓
を
見
る
限
り
、
最
も
近
い
の
は
京
都
大
学

本
の
漢
字
の
左
に
代
赭
で
付
さ
れ
た
訓
で
あ
る
。
例
え
ば
、

　

天
地
の
よ
り
相
の
き
は
み
（
巻
二
・
一
六
七
「
天
地
之　

依
相
之
極
」
）

　

〔
注
〕�
き
は
み
は
果ハ

テ

也
。
地
の
は
て
は
、
天
と
ひ
と
つ
に
よ
り
あ
ふ
心
な
り

「
極
」
の
訓
は
『
校
本
万
葉
集
』
所
収
の
諸
本
で
は
「
カ
キ
リ
」と
な
っ
て
お
り
、「
キ

ハ
ミ
」
と
い
う
訓
が
見
ら
れ
る
の
は
京
都
大
学
本
の
「
極
」
の
左
に
代
赭
で
付
さ

れ
た
訓
の
み
で
あ
る
。
京
都
大
学
本
は
中
院
本
系
の
伝
本
で
あ
り
、
代
赭
は
禁
裏

御
本
と
の
校
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
長
流
の
見
た
三
条
西
家
本

は
こ
の
ど
ち
ら
か
と
関
係
の
あ
る
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
ま
た
、

　

鉾ム

杉
か
も
と
（
巻
三
・
二
五
九
「
鉾
榲
之
本
」
）

　

〔
注
〕�

わ
か
き
杉
の
名
と
い
へ
り
。
あ
る
ひ
は
、
ほ
こ
杉
共
よ
め
り
。
杉
の

木
は
す
く
に
立
の
ひ
て
、
ほ
こ
を
つ
き
た
て
た
る
や
う
に
み
ゆ
る
故

な
り

『
管
見
』
も
諸
本
と
同
様
に
「
鉾
杉
」
に
「
ム
ス
キ
」
と
い
う
訓
を
取
る
が
、

注
釈
部
分
で
別
訓
「
ホ
コ
ス
キ
」
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
「
ホ
コ
ス
キ
」
は
『
校

本
万
葉
集
』
で
は
、
神
宮
文
庫
本
・
細
井
本
の
「
鉾
」
の
左
、
京
都
大
学
本
の
「
鉾

杉
」
の
左
に
代
赭
で
付
さ
れ
た
訓
の
み
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
「
ホ
コ
ス
キ
」
と
い

う
訓
は
そ
の
後
『
万
葉
代
匠
記
』
初
稿
本
で
採
用
さ
れ
て
お
り
、
『
管
見
』
に
よ

る
古
訓
の
指
摘
が
契
沖
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
『
管
見
』
が
採
り
入
れ
た
訓
に
は
現
存
諸
本
に
見
ら
れ
な
い
も
の
も

あ
る
。

　

い
も
か
手
を
と
り
子
ノ
池
（
巻
一
〇
・
二
一
六
六
「
妹
手
呼　

取
石
池
」
）

　

〔
注
〕�

手
を
取
ト
い
ひ
か
け
た
り
。
或
本
に
は
、
と
ら
し
の
池
ト
云
々
。
取

石
ト
か
け
り

「
取
石
池
」
に
対
し
て
、
『
管
見
』
で
は
類
聚
古
集
や
京
都
大
学
本
の
訓
の
右
に

代
赭
で
付
さ
れ
た
訓
に
見
ら
れ
る
古
訓
「
ト
リ
コ
ノ
イ
ケ
」
を
取
っ
て
い
る
が
、

そ
の
他
に
注
釈
部
分
に
「
或
本
」
の
「
ト
ラ
シ
ノ
イ
ケ
」
の
訓
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
訓
は
『
校
本
万
葉
集
』
所
収
の
諸
本
で
は
確
認
で
き
な
い
が
、
長
流
が

見
た
古
写
本
の
中
に
は
存
在
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

五
、
お
わ
り
に

こ
の
よ
う
に
、
『
管
見
』
に
は
長
流
が
見
た
三
条
西
家
本
由
来
と
考
え
ら
れ
る

訓
や
記
述
が
見
ら
れ
る
。
『
万
葉
集
』
の
古
写
本
を
用
い
た
本
格
的
な
考
証
の
初

め
は
契
沖
の
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
が
、
長
流
は
契
沖
以

前
に
す
で
に
古
写
本
の
重
要
性
を
認
識
し
、
古
写
本
を
活
用
し
た
注
釈
と
い
う
手

法
を
用
い
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
そ
し
て
、
『
管
見
』
を
通
し
て
、
現
在
に
伝

わ
ら
な
い
、
長
流
が
見
た
三
条
西
家
本
の
一
部
復
元
が
可
能
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
『
管
見
』
に
見
ら
れ
る
古
写
本
の
痕
跡
を
分
析
す
る
こ
と
は
、
中
世
か
ら
近

世
前
期
に
か
け
て
の
『
万
葉
集
』
諸
本
の
関
係
解
明
の
一
助
と
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑴�　

『
森
銑
三
著
作
集
』
第
二
巻
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
一
年
）
に
よ
る
。
旧

字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。

⑵�　

『
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
』
（
小
学
館
）
に
よ
り
、
『
万
葉
集
』
の
歌
番
号

と
漢
字
本
文
を
（　

）
内
に
付
す
。

⑶�　

『
万
葉
集
管
見
』
の
引
用
は
、
『
万
葉
集
古
註
釈
集
成　

近
世
編
①
』
第
一
巻

（
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、　

一
九
八
九
年
。
底
本
は
『
契
沖
全
集
一
〇　

長
流
全

集
上
』
（
底
本
：
彰
考
館
所
蔵
本
。
一
九
二
七
年
、　

朝
日
新
聞
社
）
）
に
よ
る
。

旧
字
体
は
新
字
体
に
改
め
た
。




